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一 般  質  問  通  告  者  一  覧 
   令和元年６月 

順序 氏   名 通   告   内   容 

１ 牛 山   正 

１．国の森林環境税、県の森林づくり県民税の活用は 

（１）諏訪市の山林の現状認識は 

（２）山林の多面的な機能の発揮、課題、取り組み体制は 

 

２．諏訪市の工業振興、将来ビジョン 

（１）諏訪市工業振興ビジョン進捗状況 

（２）基幹事業は必要と思うが具体案 

（３）事業継続支援、人材確保、教育、技術継承 

（４）産学官連携、開発センターの設置 

 

３．農業の後継者不足について 

（１）人材確保、技術指導 

（２）稼げる農業の対策                

 

４．新川改修、新川バイパスの現在の進捗状況は 

（１）ロードマップ（行程表） 

（２）西街道を通過させない策は 

 

５．高齢者の免許証返納について 

（１）買い物難民、通院、公共施設、利便性の良いかりんち

ゃんバス運行 

 

２ 吉 澤 美樹郎 

１．交通の安全・安心への取り組みについて 

（１）高齢者ドライバー等の事故に関して 

（２）交通の障害となる危険箇所等の対策について 

 

２．健康増進への取り組みについて 

（１）健康づくり事業について 

（２）スポーツ振興について 

 

３．公共施設整備の今後について 

（１）今後の整備方針について 
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（２）広域的なあり方について 

 

４．観光資源のブラッシュアップについて 

（１）食を通した魅力の発信について 

（２）交通網整備の今後について 

（３）まちづくりに関わる環境整備について 

 

５．伝統・文化の発信、交流について 

 

３ 廻 本 多都子 

１．医療と介護の連携・充実の中で、介護保険制度の果た

す役割 

（１）入院から施設また在宅へと様々な流れはどうか 

（２）施設は充実しているか 

（３）生活支援体制整備協議体（支え合い体制） 

（４）災害時における２次避難所として位置づけている福

祉避難所の現況 

 

２．教育環境の整備について 

（１）今後の学校ビジョンの具体化とは 

（２）いじめ、虐待などの実態とその対応 

（３）教職員の配置 

 

４ 小 山 博 子 

１．骨髄バンクドナー助成事業補助金活用について 

（１）長野県の補助金制度を受け、諏訪市の支援事業の取

り組みについて 

（２）骨髄移植に伴い、失われた免疫を補うため、予防接

種が必要になる。市として、どのような支援制度が

あるか 

 

２．精巣捻転症の周知について 

（１）乳幼児の健康管理の指導の現状について 

（２）訪問の際の指導に加えられるか 

（３）第２次ピークの思春期 

  ①子どもだけでなく親にも知らせる手段はあるか 

 

３．いじめ・自殺対策について 
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（１）市の取り組みについて 

（２）「ひとりで悩まないで＠長野」の活用について 

 

４．道路管理業務の効率化を図るアプリ導入について 

（１）維持管理の現状 

（２）アプリ導入の検討はできないか 

 

５ 横 山   真 

１．諏訪湖創生ビジョンの具現化に向けた諏訪市の取り組

みと課題について 

（１）「諏訪湖の日」制定（予定）に向けた諏訪市の関わ

り方について 

（２）創生ビジョン（令和元年度構成員活動計画）の諏訪

市の活動計画とイベント調整の重要性について 

（３）諏訪湖・河川空間オープン化（かわまちづくり）計

画の進め方と諏訪湖畔のあり方について 

（４）ヒシ除去対策の強化が求められているが諏訪市で拡

大実施し湖畔をきれいにする考えはないか 

（５）市内流入河川等整備と豪雨対策の強化について 

（６）蓼の海・科の木ため池ハザードマップ住民配布への

説明責任と今後の対策について 

（７）防災などをはじめとした市民生活に身近な分野にお

ける地域ＩｏＴ実装のための特別交付税処置につい

て 

 

６ 小 泉 正 幸 

１．スマートインターについて 

（１）グランドデザイン 

  ①目標完成予定、おおむねの各工程の日程 

（２）おおむねの総予算額、国負担額、県負担額、市負担額

（３）アプローチ道路の市道不接続は良い案。ただ、現状に

比べて新市道が不便にならず通行しやすい施工案構

想は 

（４）有賀ハザードマップに準拠した新設県道の安全第一

の設計構想は 

（５）スマートインターが開設されれば当然在来の県道の

交通量は増加する。それを前提に、渋滞対策等開設前

の前倒しの拡幅等の計画実施予定は 



4 
 

（６）公設市場の活性化（別途、店舗追加等）や稲穂街道（新

県道岡谷茅野線）沿いの開発の容易化を事前に検討

する考えは 

 

２．豊田有賀地籍にある諏訪味噌醸造（株）の廃工場 

（１）今までの経緯と今後の安全対策は 

 

３．有賀地区のハザードマップ 

（１）「てんでんこ」が各個人で速やかに行動できるように

なるため、講演、勉強会、指導会などの実施予定は 

（２）他の西山地域や東山地域にも同等の地図の作成の横

展の予定はあるか 

（３）今後の防災、減災対策はどのように展開するのか 

 

７ 岩 波 万佐巳 

１．公共ポイント実証実験事業について 

（１）平成３０年度実証実験結果について 

（２）２年目令和元年の取り組みについて 

（３）今後の見通し、方向性 

 

２．保育料無償化について 

（１）4 月以降の国の動き 

（２）今後のスケジュール等 

（３）対象者への周知 

 

３．「未来創造ゆめスクールプラン」について 

（１）東部地区(城北小・高島小・上諏訪中)の２０２１年４

月実施に向けてのスケジュールについて 

（２）学校再編推進委員会の構成・役割について 

（３）該当地区の問題点・課題について 

（４）残りの東部地区の今後について 

（５）南部・西部地区の実施に向けての見通し 

 

４．消防団について 

（１）団員数の見直しについて 

（２）団員勧誘について 

（３）ポンプ操法大会について 
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５．中洲小学校への通学路について（要望） 

 

８ 近 藤 一 美 

１．２期目のマニフェスト（公約）の具現化のために 

（１）新しい産業育成のために思い切った投資を 

①ＡＩ・ＩｏＴ等のデジタル化の人材確保、育成を（Ｒ

ＰＡロボティック・プロセス・オートメーション） 

②コワーキング事業に積極的投資を 

（２）新技術活用による市役所業務の効率化、生産性向上に

どう取り組むのか 

（３）今秋の米国シリコンバレー視察の目的、活用は 

（４）主な財政指標と公約実現のための問題点は 

①将来負担比率が１７番目、原因と対策は 

 

２．今後の観光政策について 

（１）諏訪観光協会の駅前移転による効果とは 

（２）地域おこし協力隊の採用状況について 

（３）諏訪湖エリアまちなか観光案内人協議会の活用を 

①ガイド人数最高の３９４４人 

②神々の縁、諏訪市、糸魚川市、出雲市連携に活用 

（４）インバウンド対策・ダイバーシティの時代を乗り切る

ために長野国際文化学院との交流を 

 

３．すわっチャオのオープン後の状況、駐車場について 

（１）オープン後の状況について、入館者の声等は 

（２）駐車場について３時間無料が市民の強い要望 

  ①３時間無料にした場合の市の負担増の試算を 

 

４．高齢者の雇用・社会参加と交通事故対策について 

（１）高齢者の就業の実態は 

（２）実年齢に関係なく、元気な高齢者が活躍できる社会に

するには 

  ①シルバー人材センターの活用、初任者研修の資格取得

の提案 

（３）高齢者の交通事故防止策について 

  ①安全運転のための再教育、講習を行う 
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  ②３年の免許更新を１年ごとにすることを提案する 

 

９ 森 山 博 美 

１．統一地方選挙と投票率確保について 

（１）選挙を振り返って 

（２）今後の課題 

 

２．働き方改革について 

（１）職員・議員の働き方と今後について 

（２）奉仕団体との連携 

 

３．フードドライブと子ども食堂について 

（１）運営や補助金について 

 

４．１８歳の成人について 

（１）今後の方針 

 

５．共同墓地の今後と高齢者のごみ捨てについて 

 

６．国道２０号バイパスと現国道の連続立体交差について 

 

１０ 高 木 智 子 

１．諏訪市の財政について 

（１）当初予算編成の仕組み、流れ 

（２）予算編成で大切にしていること 

（３）市民の理解 

 

２．子ども家庭総合支援拠点について 

（１）すわ☆あゆみステーションの設置目的 

（２）職員体制と業務 

（３）利用者の評価は 

（４）今後の事業展開 

 

１１ 藤 森 靖 明 

１．河川氾濫などの災害時の避難場所について 

（１）広域避難所に行けない場合の避難所対応は 

（２）学校として子供や家族との連絡対応は 

（３）防災計画や避難に関連するマニュアル等の市民への告

知状況は 
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２．保育ニーズの多様化に対応した保育施設とこれからの保

育行政について 

（１）子育て世代の保育ニーズは 

（２）保育ニーズに対する市の対応は 

（３）これからの保育所整備・保育所運営に係る基本的な考

えは 

 

３．地域の特性を生かしたまちづくりと観光振興について 

（１）遊歩道でつなぐ前宮・本宮散策マップのその後の対応

   は 

（２）上社周辺の観光資源を活用した沿道景観形成計画の進

捗は 

（３）まちづくりからの観光振興は 

 

 
 


